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１ はじめに 

 水稲移植栽培における省力技術の一つとして、育苗

箱当たりの播種量を増やして、短期に苗を育成する高

密度播種苗移植栽培技術が挙げられる１）。山形県にお

いても大規模稲作経営体を中心に導入が進んでいる。

高密度播種苗移植栽培は高密度に播種された苗を田

植え機の掻き取り面積を減らして移植を行うため、必

要箱数が少なくなり、育苗時に掛かる資材費等の経費

の削減や播種時や移植時の省力化が可能である。しか

し、育苗期間が密植条件になるため徒長しやすいこと

や育苗期間が長くなった場合に苗質が低下すること

が懸念される。本研究では、山形県の主力品種である

「はえぬき」を用いて高密度播種が移植後の生育に及

ぼす影響と育苗日数が移植後の生育に及ぼす影響に

ついて検討した。

２ 試験方法 

（1）高密度播種苗の生育と収量

供試品種は「はえぬき」とした。山形県農業総合研

究センター（山形市）では 2019 年、2020 年に試験を

行った。高密度播種苗区の箱当たりの乾籾播種量・育

苗日数はそれぞれ 250g・15 日と 250g・13 日であっ

た。慣行区の苗箱当たりの乾籾播種量・育苗日数はそ

れぞれ 140g・25 日と 140g・23 日であった。窒素成

分で 2.0g/箱を基肥量とし、慣行区は 1.8 葉期に窒素

成分で約 1.0g/箱の追肥を行った。同水田農業研究所

（鶴岡市）では 2020 年に試験を行った。高密度播種

苗区の苗箱当たりの乾籾播種量・育苗日数は 250g・20
日であった。慣行区の苗箱当たりの乾籾播種量・育苗

日数は 150g・27 日であった。窒素成分で 2.0g/箱を基

肥量とし、慣行区は 1.8 葉期に約 1.0g/箱の追肥を行

った。播種日は移植日と育苗日数から逆算して設定し

た。各試験区について 6 月 10 日から 7 月 20 日まで

10 日おきに草丈、葉色、茎数、葉数の調査を行い、成

熟期は稈長、穂長、葉色、穂数、葉数の調査を行った。

収量構成要素と品質の調査として、1.90 ㎜の選別網で

調整を行った精玄米重、㎡当たり籾数、整粒歩合、玄

米粗タンパク質含有率の調査を行った。

（2）育苗日数と移植 20 日後の茎数増加率

供試品種を「はえぬき」として 2018 年、2019 年に

山形県農業総合研究センターで試験を行った。苗箱当

たりの乾籾播種量 250g の苗の育苗日数を 15 日、21
日、26 日、31 日、36 日と変え、苗質、移植 20 日後

の茎数増加率の調査を行った。老化程度は第１葉の状

態を目視で 5 段階評価（0：健全（葉全体が緑色）、1：
葉の 50％以下が黄化、2：葉の 51～100％が黄化、3：
葉の 50％以下が枯死、4：葉の 51～100％が枯死）を

行った。播種日は移植日と育苗日数を逆算して設定し

た。

（3）育苗期の追肥

供試品種を「はえぬき」として 2020 年に山形県農

業総合研究センターで試験を行った。慣行区の苗箱当

たりの乾籾播種量・育苗日数は 140g・23 日で 1.8 葉

期に窒素成分で約 1.0g/箱の追肥を行った。高密度播

種苗区の苗箱当たりの乾籾播種量は 250g で育苗日数

を 13 日と 31 日に変えて試験を行った。また、育苗日

数が 31 日の苗に移植の 3 日前に窒素成分で約 1.0g/箱
の追肥を行った試験区を追加で設けた。移植時の苗質、

移植 20 日後の茎数増加率の調査を行った。播種日は

移植日と育苗日数を逆算して設定した。

３ 試験結果及び考察 

（1）高密度播種苗の生育と収量

生育初期に当たる 6 月 10 日の茎数・葉数は高密度

播種苗区が慣行区に比べて少なかった。ただし、6 月

20 日以降も同様の傾向であったが、有意差は認められ

なかった（表１）。高密度播種苗区における収量及び収

量構成要素、品質について慣行区との有意差は認めら

れなかった（表２）。 

（2）育苗日数と移植 20 日後の茎数増加率

育苗日数が長くなるにつれて苗の窒素濃度が薄く

なり、育苗の日数が 26 日以上で老化程度が大きかっ

た（表３）。育苗日数が 31 日以上で移植後の初期生育

の増加が緩慢となった。 

（3）育苗期の追肥

育苗期間 31 日の高密度播種苗において、移植の 3
日前に窒素成分で約 1.0g/箱の追肥を行うことで移植

20 日後の茎数増加率は追肥無しの高密度播種苗に対

して増加した（表４）。増加率は適正な育苗期間の高密
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度播種苗を移植した時に近づいたが慣行苗より劣っ

た（表４）。 
 
４ まとめ 

 
本研究では、高密度に苗箱に播種を行うと標準的な

播種量のものと比べて、移植後の初期生育が劣る傾向

が確認された。ただし、後期の生育には有意差が無く、

収量、品質に有意差は認められなかった。 
また、高密度播種苗の育苗日数が長くなるほど苗の

窒素含有率が低下し、移植後の初期の茎数増加率が小

さい傾向が確認された。 

 寒冷地において初期生育確保は、収量、品質の安定

化において重要であり、移植の日程を考慮して計画的

に播種作業を行う必要がある。移植日の悪天候等によ

り、やむを得ず育苗日数が長期化した際には移植 3 日

前に追肥を行うことにより適期移植に近い初期生育

となる。 
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表１ 高密度播種苗の生育 

 
1）＊は 5％水準で有意、ns は有意でないことを示す。 2）2019 年～2020 年の平均。 
 
表２ 収量構成要素と品質 

 
1）ns は有意でないことを示す。 2）2019 年～2020 年の平均。 
 
表３ 育苗日数と移植 20 日後の茎数増加率 

 
1）（）内の数字は 15 日育苗の試験区を 100 とした数値。 
 
表４ 育苗期の追肥 

 
1）（）内の数字は慣行区を 100 とした数値。 

草丈(cm) 稈長 穂長 葉色(SPAD)

6/10 6/20 6/30 7/10 7/20 6/10 6/20 6/30 7/10 7/20 穂揃期

高密度播種苗区 25.8 31.8 42.5 55.9 67.9 77.3 17.9 34.0 38.5 41.1 42.2 43.4 36.9

慣行区 28.0 33.8 44.2 57.3 68.8 76.9 18.1 34.9 39.5 42.0 42.9 42.4 37.0

対によるｔ検定 ns ns ns ns ns ns ns ns ns ns ns ns ns

茎数(本/㎡) 穂数 葉数(枚)

6/10 6/20 6/30 7/10 7/20 6/10 6/20 6/30 7/10 7/20 穂揃期

高密度播種苗区 204 380 593 584 601 533 6.0 7.6 9.2 10.1 11.1 12.3

慣行区 222 407 600 608 589 544 6.8 8.3 9.7 10.6 11.5 12.5

対によるｔ検定 ＊ ns ns ns ns ns ＊ ＊ ns ns ns ns

苗種

苗種

精玄米重 玄米千粒重 １穂籾数 ㎡籾数 精玄米粒数歩合 整粒歩合
玄米粗タンパク質

含有率

（kg/10a） （g） （粒） （百粒/㎡） （％） （％） （d.b.％）

高密度播種苗区 613 21.9 69.8 368 78.1 77.9 7.3

慣行区 643 22.1 69.0 374 80.5 76.0 7.4

対によるｔ検定 ns ns ns ns ns ns ns

苗種

育苗日数 苗丈 葉齢 乾物重 充実度 老化程度 窒素吸収量

（日） （cm） （枚） （mg/本） （mg/cm） （0～4） （mg/本）

15日 17.2 2.2 12.3 0.71 0.0 4.5 (100) 0.5 239 (100)

21日 19.2 2.4 14.1 0.73 0.8 3.8 (84) 0.5 236 (99)

26日 19.2 2.5 17.4 0.90 2.3 3.0 (67) 0.5 236 (99)

31日 20.9 2.8 20.7 0.98 3.0 3.1 (69) 0.6 211 (89)

36日 19.9 2.9 22.3 1.09 3.1 3.1 (69) 0.7 217 (91)

250g

播種量
窒素濃度

（％）

移植20日後の

茎数増加率（％）

育苗日数 育苗 苗丈 葉齢 乾物重 充実度 老化程度 窒素濃度

（日） 追肥 （cm） （枚） （mg/本） （mg/cm） （0～4） （％）

13日 なし 13.0 2.0 9.5 0.73 0.0 3.4 239 (86)

31日 なし 15.1 2.8 15.7 1.04 2.3 2.3 184 (66)

31日 あり 14.8 2.7 15.6 1.05 2.3 2.7 223 (81)

慣行区 23日 あり 16.1 2.7 17.8 1.11 0.0 3.7 277 (100)

高密度

播種苗区

苗種
移植20日後の

茎数増加率（％）
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